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１   本書は、 散策しながら遺跡が学べるガイドブック 「小田原の遺跡探訪シリーズ」 として作成

しました。 今回は第 5 号として、 小田原市高田 ・ 別堀に所在する高田遺跡群 （小田原市

№16 ・ 259 遺跡） および小田原市下堀に所在する下堀方形居館 （№219 遺跡） とその周

辺遺跡 （№15 ・ 271 ・ 272 遺跡） を取り上げました。

２   本書の刊行は、 平成 21 年度国庫補助事業である 「埋蔵文化財保存活用整備事業」 の一

環として行いました。

３   本書の作成に関しては、 以下の諸氏 ・ 諸機関からご指導 ・ ご協力を頂きました。 記して感

謝申し上げます。 （敬称略 ・ 順不同）

     荒井秀規（藤沢市教育委員会）、 中田英 ・ 天野賢一（（財）かながわ考古学財団）、 御堂

島正・谷口肇 ( 神奈川県教育委員会）、田尾誠敏 （東海大学）、藤沢市教育委員会、（財）

かながわ考古学財団、 神奈川県教育委員会

４   本書の作成は、 小田原市教育委員会生涯学習部文化財課渡辺千尋が担当者となり、 同課

山口剛志 ・ 佐々木健策 ・ 小林隆 ・ 諏訪間順が補佐しました。　図版の作成には、　北條ゆうこ

の協力を得ました。
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写真１　大磯丘陵から高田・下堀方面を望む（1988年撮影）（大島ほか1988）

 1　 高田 ・ 下堀周辺の遺跡と自然地形

   大磯丘陵の西麓には、ＪＲ御殿場線と並行するように森戸川が流れています。 森戸川

の東岸には、 千代台地と呼ばれる標高20～30ｍほどの小高い丘が広がっています。 台

地上とその周辺には、 千代遺跡群 （小田原市№75 遺跡） や永塚遺跡群 （№33 遺跡）・

下曽我遺跡 （№222 遺跡） といった、 県内屈指の遺跡群が広がっています （図 1. すで

にシリーズ 3 ・ 4 で紹介しましたので、 詳しくはそちらを参照してください）。

   本書で取り上げる高田遺跡群 （№16 遺跡） は、 千代台地に広がるもう一つの遺跡で、

千代台地の一番南側の高田 ・ 別堀に所在しています。 高田 ・ 別堀周辺は、 千代台地の

中では比較的標高が低く、 最も高い若宮八幡宮付近で、 約20ｍの高さです。 遺跡は主

に台地上を中心に広がっていますが、 小田原厚木道路を挟んで南側、 高田浄水場の北

西側の低地部にも広がっていることが、 近年明らかになっています （№259 遺跡）。

   また、ＪＲ下曽我駅の南およそ1.5kmの場所には、 地図上で見ると南北約 130ｍ× 東西

約100ｍの長方形をした区画が残っていることが分かります。 これは、 中世の屋敷地の名

残と考えられるもので、下堀方形居館と呼ばれています（№219遺跡）。 下堀方形居館は、

鴨宮面と呼ばれる酒匂川の氾濫によって形成された平坦面に位置しています。 周辺に

は、№271 遺跡 ・№272 遺跡や№15 遺跡が広がっています。
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 2　高田 ・ 下堀の地名

   高田の地名は、 天平7年（735）の 『相模国封戸租交易帳』 の中で、 舎人親王の封戸

の 「足下郡高田郷伍拾戸」 として登場します （写真 2）。 皇族、貴族や寺院、神社には、

経済的特権のひとつとして、 封戸に指定された戸が出す調・庸の全部と田租の半分 （の

ち全部） が支給されました。 稲穀で納められた封戸租は重く、 運搬には不都合であった

ため、絹織物などに交換されて都に納められたため、帳簿として交易帳が作成されました。

天平7年の 『相模国封戸租交易帳』 は、 現存する唯一の交易帳として正倉院に伝わる

貴重な資料です。 高田郷で納められた封戸租は、 天武天皇の皇子で、 『日本書紀』

の編纂者としても有名な舎人親王の下へ納められていたことが分かります。

   また、承平年間 （931 ～ 938） に成立した 『和名類聚抄』 にも 「足下郡」 の項目に 「高田」

の地名を確認することができます。 古代高田郷の範囲は、 「西大友」 「東大友」 として現

代に名が残る北側の足上郡（大）伴郷との境界まで広がっていたと推測され、 現在の高

田よりも広域であったと考えられています。

   一方、 下堀の地名は、 戦国時代の永正16年（1519）の『伊勢菊寿丸所領注文』 に初

めて見られます。 江戸時代後期に記された 『新編相模國風土記稿』 には、 「民戸十六。

村落ノ四方二堀アリ。 幅二間許。」 などと記載され、 当時の様子を伝えています。

 2　高田 ・ 下堀の地名

   高田遺跡群では、これまで 18 地点で本格調査が行われています （2010 年 2 月現在）。
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   高田遺跡群は、遺跡名を大字小字名により 「高田宮町」 「高田北之前」 「高田南原」

「高田美弥咲」 「別堀十二天」 のように呼んでいます。

   高田・別堀に広がる高田遺跡群は、 昭和30年代に本格的な調査が行われた千代遺

跡や下曽我遺跡と比較すると、 調査事例はほとんどなく、 採集資料によって、 その内

容の一部が知られている状態でした。 昭和59年（1984）の市道拡幅工事(図11-9)では、

事前調査がないまま工事が行われるという、 不幸な事態が発生してしまいましたが、

採集された遺物は、 遺跡の内容を検討する上で、 貴重な資料となりました。 1990年以

降は、 試掘調査が行われる機会が増加しました。 90年代末以降は、 宅地化の進行に伴

い、 本格調査が行われることも多くなり、 遺跡の状況が具体的になってきています。

   一方、下堀は、下堀宮ノ脇遺跡（№15 遺跡）で試掘調査が行われたことはありましたが、

現在まで、 あまり調査の多い場所ではありません。 近年、 県道の整備事業に伴って、

下堀塚田町遺跡 ・ 下堀広坪遺跡（№271遺跡）、 下堀道上町遺跡（№272遺跡）で本格調

査が行われ、 下堀方形居館周辺の様子が次第に明らかになってきています。

た か た み や ま ち た か た み な み ば らた か た き た の ま え

し も ぼ り み や の わ き

し も ぼ り つ か だ ま ち し も ぼ り ひ ろ つ ぼ し も ぼ り み ち う え ま ち

た か た み や さ き べ っ ぽ り じ ゅ う に て ん



－5－

   3世紀の前半頃、 弥生時代後期と呼ばれる時代になると、 高田の台地上では、 たくさ

んの住居が造られ、 人々の土地利用が活発化しました。 高田のムラは、 弥生時代後期

に始まると言っても良いでしょう。 弥生時代後期になり、 人びとの活動が活発化する状況

は、 北側に位置する千代遺跡群や永塚遺跡群とも共通の現象で、 古墳時代前期まで

継続的に人々の生活が営まれていたようです。

   この時代の住まいは、 竪穴住居と呼ばれる半地下式の住居が一般的でした （写真 3）。

地面を数十センチ程度掘りくぼめ、

床を整えた後、 柱を据え、 その上

に草や土で屋根を葺いて造ったと

考えられています。 発掘調査では、

上屋が確認されることはまずないた

め、 掘りくぼめた住居の穴や柱の

穴だけが検出されることがほとんど

です。 また、 当時の人々が繰り返

し生活の中で踏み固めた床が、 硬

い土の層として確認されたり、 住居

の中に造られた炉が検出されたりす

ることもあります。

   高田 ・ 下堀周辺では、 旧石器時代にまで遡る人びとの生活の痕跡は見つかっていま

せん。 およそ13,000年前になると、 気候が温暖化し、 人びとが環境に適応した結果、

新しい時代、 縄文時代が始まります。 市道4385号の改良工事(9)で採集された土器片の

中には、 縄文時代早期の土器片（約7,000年前）が数点含まれています。 千代台地全体

でも、 縄文時代の集落はほとんど見つかっていないことから、 人びとは曽我の丘陵上を

主な活動の場として利用し、 千代台地にも時おり足を踏み入れていた、 そんな光景が想

像されます。

う わ や

ふ



－6－

（斜めに黒く見える部分が地割れ） （細かく不規則なひびが地割れ）
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   高田遺跡群では、 発掘調査に伴って、 数多くの遺物が出土しています。 土器は、

水や食料を貯蔵するための壺や煮炊きに使用するための台付甕、 食べ物を盛るため

の高坏など、 さまざまな種類のものが見つかっています。 千代遺跡群と同様に、 高田

遺跡群からも東海地方西部や中部高地方面の土器などが見つかっており、 他地域との

交流をもったムラが存在していたことが推定されます。

   ここでは、 高田遺跡群で見つかった珍しい遺物を 2 点ご紹介しましょう。

   ひとつ目は、 高田宮町遺跡第Ⅲ地点(6)の竪穴住居で見つかった弥生時代後期の壺

形土器です（写真7）。 壺の肩の部分に片口状に小さな口が2つ付けられた特徴的なか

たちですが、 全国的にも類例が少なく、 はっきりとした使い方は分かっていません。 こ

のような壺が、 高田のムラの中でどのように使われたのか、 興味深いところです。

   ふたつ目は、 高田北之前遺跡第Ⅱ地点(2)で見つかった、 磨製石剣と呼ばれる石器

です（写真8）。 古墳時代後期の竪穴住居から出土しましたが、 類例から弥生時代中期

のものと考えられています。 磨製石剣も東日本では資料数が限られるものですが、 類

似する事例が西日本で確認されています。 使われている石材が、 小田原周辺では採

取できない頁岩と呼ばれる種類の石であることも注目されます。 出土した磨製石剣は、

先端部のみが残っています。 全体的に丁寧に研磨され、 黒光りし、 刀の稜線である

鎬が作り出されています。 刃の部分は、 潰して仕上げられていることから、 実用的なも

のではなく、 金属製の短剣を模倣した祭祀用の道具であったと考えられます。
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写真 8　　高田北之前遺跡第Ⅱ地点
　　　　　   出土磨製石剣

写真 7　　高田宮町遺跡第Ⅲ地点出土土器
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   調査の結果、 古墳時代前期と後期

の溝が見つかりました（写真11）。 水田

の利用など、 人びとが低地部に進出し

た結果、 用水路と考えられる溝が新た

に造られるようになりました。

   古墳時代前期の溝は、 3条が確認さ

れています。 80ｍ以上にわたって検出

された東西方向の溝に、 南北方向の

溝が連結する構造が、 特に注目され

ます。溝の壁には突出する部分があり、

板材などによって、 水量調節を行って

いた水門や止水堰のような施設であっ

た可能性が考えられています。

   溝やその周辺は、 水分の多い環境

であったために、 通常の遺跡では腐っ

てしまうような木製品が良好な状態で、

す い も ん し す い ぜ き
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2,000点以上も出土しました（写真12）。

   そのほとんどは、 杭や板材などです

が、 鍬や田下駄といった農耕具が出

土し、 県内でも類例の限られる貴重な

資料となりました。 また、 大型の半円

状の木製品は、 長方形の穴があけら

れたもので、 もともと別の製品であった

ものが堰などの施設の部材として転用

されている可能性が指摘されているも

ので、 注目されます。

   鍬 は、 全部で3点見つかり、広鍬や狭

鍬といった種類がありました（写真13）。

顕微鏡観察による樹種同定の結果、

強靭で弾力性のあるブナ科コナラ属の

木材が使用されていることが分かりまし

た。 また、 田下駄は板状のものが4点

検出されていますが、 スギが用いられ

ていました（写真14）。 田下駄などの板

状の製品にスギを用いることは、 東海

地方東部のスギの多い地域では、 一

般的なあり方とされています。

   遺跡周辺は、 花粉分析の結果から、

スギ林やコナラ属アカガシ亜属の照葉

樹林が分布していたことが推定されて

います。 これらのことから、 農耕具の

製作には、 周辺の植生から比較的容

易に手に入れられる木材の中から、 農

耕具の機能に合わせて樹種を選択し

ていることがうかがわれます。 考古学

的な成果に、 科学的な分析を組み合わ
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   高田南原遺跡第Ⅱ地点の調査では、 木製品が多く見つかったことのほかに、 青銅

製品が複数出土していることも、 注目される調査成果でした。 古墳時代前期のものと

推定される銅鏡と弥生時代後期のものと推定される銅釧が検出されました。

   銅鏡は、 直径8.1cm、 重さ45.9g、 中国鏡を模倣して国内で作られた小型仿製鏡と

呼ばれるもので、 単独で出土しました（写真16）。もともとの鋳上がりが悪い上に、 かなり

磨耗しているため、 文様が不鮮明ですが、 遺存状態は比較的良好です。 鏡背には、

乳と呼ばれる突起が 4 つ付けられ、 文様を分割していますが、 それぞれの間には、

放射状の直線や珠文とよばれる玉状の文様を不規則に施しています（図2）。 この文様

の特徴から珠文鏡と呼ばれる鏡の種類に分類することができます。 表面は緑青で覆わ

れてしまっていますが、 本来は銅の光沢によって、 鏡面は光り輝いていたことでしょう。

   鏡の中央には、 鈕と呼ばれるつまみが付いています。 鈕には、 幅 2.5mm の樹皮が

残存しているという、 大変珍しい

状況が確認されました（写真17）。

鈕に巻き付けられた樹皮は、 鏡を

吊るし持つための紐の役割をして

いたのでしょう。

   一方、 銅釧も遺構からではなく

単独で出土しました（写真15）。 約

1/3が欠損し、 全体的にやや歪ん

でいますが、 遺存状態は良好でし

た。 ほとんど風化はしておらず、

出土状況の写真が物語るように、

1,700年前後も地中に埋まってい
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せることで、 当時の人びとの生活の知恵が明らかにされました。

   一方、 古墳時代後期の溝は4条が確認されました。 80ｍ以上の長さが検出された東

西方向の溝からは、 7 世紀後半を中心に 6 世紀～ 8 世紀初頭の土師器や須恵器の破

片が大量に見つかっています。 この時期のものとしては、 輪かんじき田下駄の足板と

考えられる木製品が見つかっています。 古墳時代前期の田下駄と同様に、 スギ材が

用いられていました。
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写真 16　高田南原遺跡第Ⅱ地点出土銅鏡（1/2）
　　　　　   （天野ほか 2006）

たとは思えない金属の輝きを残していま

した。

   小田原市域では、 完形の銅鏡の出

土例として、 永塚下り畑遺跡第Ⅳ地点

の住居跡から出土した重圏文鏡が知ら

れています（シリーズ4参照）。 また、 銅

釧の出土事例としては、 千代南原遺跡

第ⅩⅡ地点の2点が知られています（シ

リーズ3参照）。

   このように県内でも希少な青銅製品が

森戸川流域に位置する遺跡群で相次

いで検出されていることは、 この地域に

住む人びとが、 青銅製品を手に入れる

力を持っていたということが考えられるで

し ょ う 。

   また、 古墳時代後期のものとして、

溝から勾玉や臼玉といった石製品が見

つかっています。 いずれも祭祀的な性

格の強い遺物であると考えられていま

す。

   古墳時代前期の青銅製品や古墳時

代後期の石製品が出土していることは、

高田遺跡群の低地部が単なる生産の場

であったというだけでなく、 水辺での祭

祀が行われたような場所であったことが

考えられるでしょう。

   近年まで、 遺跡の存在があまり知ら

れていなかった低地部の調査が進んだ

ことで、 新しい歴史の姿が見えてきて

います。

じ ゅ う け ん も ん き ょ う

ま が た ま う す だ ま
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郡界と郷の配置（1/200,000）（藤沢市教育委員会博物館建設準備担当1997）

え き ば



井戸

   古墳時代前期に集落のピークを迎えた高田遺跡群ですが、 5世紀後半には再び人々

の生活の痕跡を確認することができます。 市道4385号の拡幅工事(9)で採集された資料の

中には、 小型　 や樽型　 など、 珍しい古式須恵器が含まれています。

   若宮八幡宮北側の高田北之前

遺跡第Ⅱ地点(2)では、 竪穴住居

11 軒を含む6世紀後半～10世紀前

半の遺構 ・ 遺物が確認されていま

す（図5）。 竪穴住居からは当時の

人びとが生活に利用した土師器や

須恵器のほかに、土製品・石製品・

鉄製品が出土しています。 なかで

も、 漁撈用のおもりとして用いられ

た土錘や、 繊維に撚りをかけて糸

を作るために用いた石製紡錘車や

鉄製の紡錘車は、 当時の人びと

の暮らしを彷彿とさせています（写

－16－

りました。 古東海道が森戸川とつながる場所、 それが高田郷だったのでしょう。

   それでは、 高田郷の一角に位置していた高田遺跡群の様子を見ていきましょう。

はそう

ぎ ょ ろ う

よ

ぼ う す い し ゃ

ほ う ふ つ

こ し き

2　 古代集落の営み
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ほか

真18）。 また、 剣のかたちを小型に模倣した石製模造品も出土していますが、 集落の中

で行われた祭祀に用いられたものと考えられ、 同じく祭祀に用いられることもあった石製

紡錘車とともに、 高田遺跡群の性格を考える上で重要な遺物です。

図 7　　高田北之前遺跡第Ⅱ地点井戸跡出土土器実測図（1/5）（林原ほか 2001）

も ほ う
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 3　 寺院 ・ 郡家に関連する遺物

   高田遺跡群の北側には、

足下郡家や千代寺院跡（千

代廃寺）が造営されていたた

め、 近接する高田遺跡群に

もそれらと関係するような遺

物が見つかっています。

   高田北之前遺跡第Ⅱ地点

(2)では、 先に述べた水瓶の

ほかに、 石銙と呼ばれる帯

飾りが出土しています。 律

令国家の官人の服装は、

着物の色や履物などの身に

付けるさまざまなものが、 位

階によって規定されていまし

たが、 腰帯もそのうちのひと

つでした。 腰帯には、 バッ

クル部分や先端部分の金具

のほかに、 主に銅で作られ

た銙と呼ばれる帯金具があり

   また、 8世紀前半頃に機能していたと考えられる大型の井戸が見つかっています（写

真19）。 井戸は 2.6×3.0ｍの範囲を1.2ｍ掘り下げた後、 直径約1.0ｍの竪坑を約4.8ｍ

の深さまで掘り下げた構造をしています（図6）。 井戸からは、 土師器坏などとともに須

恵器長頸瓶が出土しています（図7-9）。 この長頸瓶は、 仏前に水を供したり、 法会で

僧侶が用いたりした水瓶であると考えられます。 井戸が機能していた時期は、 千代に

寺院が造営されていた時期であるため、 関係が注目されます。

   このほかにも、 台地の北側に位置している高田北之前遺跡第Ⅰ地点(1)で7世紀末～

8世紀後半の、 台地南側の高田南原遺跡第Ⅰ地点(10)で7世紀前半～9世紀初頭にか

けての竪穴住居が見つかっています。 千代台地に郡家や寺院が造営された頃の集落

が、 台地上に点々と広がっていたことが考えられ、 高田郷の姿を垣間見せています。

ち ょ う け い へ い

す い び ょ う

た て こ う

き ょ う ほ う え

せ っ か

か ん じ ん

よ う た い

い

か い

か
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   平安時代の終わり頃から戦国時代が始まるまでの時期については、 小田原市域全体

でも発掘調査成果に恵まれておらず、 詳しいことはあまり分かっていない状態です。

   高田遺跡群では、 高田北之前遺跡第Ⅰ地点(1)で、13世紀と推定される溝が検出さ

れ、 瓦器鉢やかわらけ、 古瀬戸の瓶子が出土しています。 高田には、 土塁と空堀によって

構成された 「高田空堀遺構」 が存在するとの指摘が、 小田原城郭研究会によってなさ

れていることから、 未知の遺構が検出される可能性も注目されています。

が き へ い しこ せ と
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下堀方形居館の土塁の俯瞰測量図
（かながわ考古学財団提供）

写真 25　　下堀広坪遺跡第Ⅰ地点堀調査状況
　　　　　（かながわ考古学財団提供）
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